
親孝行の兄弟の物語を後世に
香川津二孝子没後二百年

　萩市のＪ R 東萩駅前の道路を南に少し進むと、ちょうど松
本川が見えてくる川岸に４基の石碑が立っています。これは江
戸時代、病の母の快癒を願った百度参りの中、命を落とした２
人の兄弟、「香川津二孝子」を顕彰するものです。松本川の川
岸を見つめるかのように立っている石碑は、私たちに親子の愛、
兄弟の愛の大切さを、静かに語りかけてくれるかのようです（詳
しくは９ページ参照）。
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平
成
27
年
７
月
、「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
・
造
船
・

石
炭
産
業
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
リ
ア
ル
ノ

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
、
８
県
11
市
23

資
産
と
い
う
広
域
に
わ
た
る
資
産
を
一

つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
束
ね
て
登
録
さ

れ
た
も
の
で
、萩
市
に
は
、萩
反
射
炉
、

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
大
板
山
た
た

ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、
松
下
村
塾

の
５
つ
の
資
産
が
あ
り
ま
す
。

19 世紀末の世界史の奇跡といわれる
日本近代化の原点 萩をＰＲ！

　
大
河
ド
ラ
マ
館
の
開
館
期
間
中
の
限

定
で
運
行
し
て
い
る
Ｊ
R
新
山
口
駅
と

萩
明
倫
セ
ン
タ
ー（
大
河
ド
ラ
マ
館
前
）

を
結
ぶ
直
行
バ
ス「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」

を
、閉
館
後
の
１
月
11
日
以
降
も
継
続

し
て
運
行
し
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
は
、
中
国
自
動
車

道
と
小
郡
萩
道
路
を
通
る
ル
ー
ト
で
、

所
要
時
間
は
60
分
で
、
運
行
時
刻
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
運
賃　
片
道
大
人
１
０
３
０
円
（
小

児
５
２
０
円
）

新
山
口
駅
と
萩
の
直
行
バ
ス

ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号 

継
続
運
行

新山口　→　萩
出発 到着

ＪＲ 9：45 10：45
防長 11：00 12：00
ＪＲ 13：00 14：00
防長 16：15 17：15

萩　→　新山口
出発 到着

防長 9：30 10：30
ＪＲ 11：15 12：15
防長 14：00 15：00
ＪＲ 16：30 17：30

■時刻表 ■
問
い
合
わ
せ　
萩
市
企
画
政
策
課

内 

萩
市
世
界
遺
産
活
用
推
進
協
議
会

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
７ 

平
日
の

み
）、
萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３
８・２

５・１
７
５
０
）

見どころマップ

アニメーションイメージ
松陰が工学教育の重要性を説いた
講義をアニメ映像で楽しめます

シアターイメージ
「明治維新の原点・萩−日本近代化の軌跡ー」

を150インチの大型スクリーンで上映

入口イメージ
産業革命の波がどのように日本に
導入されたかを紹介

明治日本の産業革命遺産を、わかりやすく楽しく学べる

１30
オープン

　
１
月
30
日
に
、
大
河
ド
ラ
マ
館
の
跡

に
開
館
す
る
、「
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー 

学
び
舎
」
は
、「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
中
で
も
近

代
化
の
原
点
と
い
わ
れ
る
萩
の
５
資
産

の
位
置
づ
け
や
、
吉
田
松
陰
が
わ
が
国

の
工
学
教
育
に
果
た
し
た
役
割
、
23
資

産
全
体
の
紹
介
な
ど
を
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
よ
る
映
像
や
講
義
風
景
を
再

現
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
パ
ネ

ル
な
ど
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し

く
学
べ
る
施
設
で
す
。

■
開
館
期
間　
１
月
30
日
（
土
）〜
平

成
29
年
２
月
12
日
（
日
）年
中
無
休

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
入
場
料　
大
人 

３
０
０
円
（
団
体

２
４
０
円
）、生
徒
・
児
童
（
小
・
中
・

高
校
生
） １
０
０
円
（
団
体 

80
円
）

※
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
は
、大
人

２
０
６
０
円
、小
児
１
０
３
０
円
の
と

こ
ろ
、運
賃
の
半
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
長
交
通
㈱
萩
営
業
所
（
０
８
３
８
・

２
２・３
８
１
６
）、中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
㈱
（
０
８
３・９
２
２・２
５
１

９
） ※

団
体
料
金
は
20
人
以
上
。

※
学
校
行
事
（
団
体
）で
入
館
の
場
合

は
事
前
申
請
に
よ
り
無
料
。

※
身
体
障
が
い
者
手
帳
等
を
所
持
さ
れ

て
い
る
人
は
２
割
引
（
介
助
者
１
人
無

料
）。

※
１
月
29
日
ま
で
、萩
市
観
光
協
会
、萩

市
企
画
政
策
課
（
平
日
の
み
）で
、大
人

の
入
場
券
が
２
０
０
円
で
販
売
。

【
萩
・明
倫
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
】

▽
駐
車
台
数　
普
通
車
約
１
８
０
台
、

大
型
バ
ス
10
台
、お
も
い
や
り
駐
車
場

▽
駐
車
料
金　
普
通
車
３
１
０
円
、大

型
バ
ス
１
０
３
０
円（
い
ず
れ
も
１
回
）

■展示構成
▽ 19 世紀中期の世界と日本
▽工業化試行錯誤の舞台／萩城下町
▽製鉄近代化への挑戦／萩反射炉
▽造船近代化への挑戦／恵美須ヶ鼻造船
所跡・大板山たたら製鉄遺跡
▽工学教育の先駆者吉田松陰／松下村塾
▽明治の工業化と「長州ファイブ」たち

★
学
び
舎
の
大
人
入
場
券
を
ペ
ア
３
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト（
応
募
方
法
は
15
ペ
ー
ジ
）
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１
月
31
日
か
ら
２
月
８
日
ま
で
、
お

も
て
な
し
の
食
空
間
を
提
案
す
る

「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
６ 

暮
ら
し
を
彩
る
器
展
」

が
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
。
今
年
は
、
国

内
特
集
に
「
萩
焼
」
が
選
ば
れ
、
メ
イ

ン
ブ
ー
ス
で
の
展
示
で
、
萩
焼
の
新
し

い
食
卓
を
提
案
し
ま
す
。
萩
陶
芸
家
協

会
に
よ
る
出
展
は
平
成
14
年
以
来
、
２

回
目
で
す
。

　
お
だ
や
か
な
釉
薬
の
色
合
い
と
手
取

り
の
良
さ
を
特
徴
と
し
、
古
く
か
ら
多

く
の
茶
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
萩
焼
。
そ

し
て
、
先
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
作
家
独
自
の
作
風

で
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
モ
ダ
ン
な

萩
焼
。
独
創
的
で
感
性
豊
か
な
作
家
が
、

一
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て
作
っ
た
逸
品

と
そ
の
志
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
出
展
作
家
（
萩
陶
芸
家
協
会
加
盟
作

家
、
20
人
）
内
村
幹
雄
、
岡
田
泰
、
岡

田
裕
、
小
川
浩
延
、
小
田
光
治
、
金
子

愛
、
金
子
司
、
金
子
信
彦
、
兼
田
知
明
、

川
口
裕
子
、
厚
東
孝
明
、
坂
倉
善
右
衛

門
、
田
中
講
平
、
玉
村
信
一
、
中
島
大

輔
、
野
坂
和
左
、
樋
口
大
桂
、
船
崎
透
、

松
尾
優
子
、
間
鍋
竹
士
（
五
十
音
順
）

■
萩
陶
芸
家
協
会
会
長 

十
二
代 

三
輪

休
雪
の
講
演

▽
２
月
１
日
（
月
）
午
後
1
時
〜
（
約

萩焼が食卓を彩ります！

30
分
）、
▽
ア
リ
ー
ナ
ス
タ
ジ
オ
（
東

京
ド
ー
ム
内
の
中
央
付
近
）、
▽
タ
イ

ト
ル
「
陶
芸
の
浪
漫
」、
▽
先
着
約

２
０
０
人

■
十
二
代 

三
輪
休
雪
の
作
品
展
示

　
国
内
特
集
コ
ー
ナ
ー
の
入
口
に
展
示

■
萩
焼
の
販
売

　
国
内
特
集
の
展
示
作
品
な
ど
の
萩
焼

を
購
入
で
き
ま
す
（
萩
陶
芸
家
協
会
の

販
売
ブ
ー
ス 

ナ
ン
バ
ー
78
）

▽
会
期　
１
月
31
日
（
日
）
〜
２
月
８

日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
初

日
の
み
午
前
11
時
〜
）

▽
会
場　
東
京
ド
ー
ム
（
Ｊ
Ｒ
＝
水
道

橋
駅
、
都
営
地
下
鉄
＝
水
道
橋
駅
・
春

日
駅
、東
京
メ
ト
ロ
＝
後
楽
園
駅
下
車
）

▽
入
場
料　
当
日
券
２
１
０
０
円
、
前

売
券
１
８
０
０
円

▽
主
催　
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
読
売
新
聞
社
、

東
京
ド
ー
ム
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
商
工
振
興
課
内
萩
陶
芸
家
協
会

（
０
８
３
８・２
５・３
６
３
８
）、
東
京

ド
ー
ム
シ
テ
ィ
わ
く
わ
く
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
３・５
８
０
０・９
９
９
９
）

★
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
へ
の
特
典

　
同
封
の
ハ
ガ
キ
を
会
場
に
ご
持
参

の
場
合
、
１
７
０
０
円
で
入
場
で
き

ま
す
★
萩
陶
芸
家
協
会
か
ら
無
料
入

場
券
を
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
１
月
15
日
必
着
、
応
募
方
法
は
15

ペ
ー
ジ
）

テーブルウェア・フェスティバル2016〜暮らしを彩る器展〜

国内特集は萩陶芸家協会が出展
1月31日㊐〜2月8日㊊ 東京ドーム

萩焼 〜伝統と革新の志〜 昨年のテーブルウェア・フェスティバル

　
旧
年
は
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」、世

界
文
化
遺
産
の
登
録
が
続
き
、萩
市
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、忘
れ
難
い
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
後
、
新
市
の
最
大
の
試

練
と
な
っ
た
萩
市
東
部
の
豪
雨
災
害
か

ら
２
年
５
カ
月
が
経
過
し
、
県
管
理
の

河
川
の
改
修
工
事
等
は
残
る
も
の
の
、

市
の
行
う
復
旧
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
花
燃
ゆ
」は
、萩
市
に
住
ん
で
い
る

私
た
ち
に
対
し
て
も
、幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
苦
難
の
時
代
を
切
り
開
い

て
い
っ
た
若
き
先
達
に
つ
い
て
、し
っ

か
り
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。ま
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」と
し
て
萩
の
５
資
産
の
世
界
文
化

遺
産
の
登
録
は
、日
本
の
近
代
化
を「
産

業
」と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
物
語
で

す
。こ
の
２
つ
の
物
語
を
、「
19
世
紀
末

の
世
界
史
の
奇
跡
」と
い
わ
れ
た
日
本

の
近
代
化
の
礎
を
築
い
て
い
く
「
萩
物

語
」と
し
て
、し
っ
か
り
と
学
び
誇
り
を

も
っ
て
伝
承
し
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち

世
代
の
務
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
萩
の

５
つ
の
資
産
の
整
備
と
と
も
に
、各
資

産
が
産
業
革
命
遺
産
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
経
緯
や
歴
史
的
背
景
等
を
分
か

り
や
す
く
、し
か
も
楽
し
く
理
解
で
き

る「
萩・世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学ま
な
び
ー
や
び
舎
」を
１
月
30
日
に
開
設
し
ま
す
。

　
昭
和
10
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
明
倫
小

学
校
は
、本
館
と
第
２
棟
が
修
復
整
備

中
で
す
が
、来
春
に
は
完
了
す
る
見
込

み
で
、残
る
２
棟
も
引
き
続
き
修
復
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。藩
校
明
倫
館
、

世
界
文
化
遺
産
、幕
末
の
貴
重
な
小
川

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
の
展
示
に
加
え
、昭

和
の
教
室
の
原
風
景
を
い
か
し
た
多
彩

な
利
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、明
治
維

新
１
５
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
陸
の
孤
島
と
揶
揄
さ
れ
て
き
た
萩
地

域
で
す
が
、山
陰
道（
東
西
）お
よ
び「
小

郡
萩
道
路
」（
南
北
）の
両
道
路
が
、多
く

の
皆
様
の
力
強
い
支
援
に
よ
り
、時
を

同
じ
く
し
て
い
よ
い
よ
整
備
が
始
ま
り

ま
す
。地
域
経
済
に
与
え
る
経
済
効
果

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、医
療
・居
住
な

ど
万
般
に
わ
た
り
、大
い
に
そ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、本
年
の
皆

様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
会
長

東
西
・
南
北
の
自
動
車
道
の
整
備

大
河
ド
ラ
マ
、
世
界
文
化
遺
産
を

受
け
継
ぎ
、
学
ぶ
観
光
の
推
進
を 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

萩
市
長　
野
村
興
兒

国
内
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
萩
焼

〜
伝
統
と
革
新
の
志
〜
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
等
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松
下
村
塾
が
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」
の
構
成
資
産
に
加
え
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
て
、
違
和
感
を
持
つ
人
が

多
い
。
そ
の
一
番
の
理
由
は
、
松
下
村

塾
が
工
場
的
機
能
を
有
し
た
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
松
下
村
塾
の
見
方
は
、

幕
末
維
新
の
変
革
お
よ
び
明
治
国
家
の

建
設
に
活
躍
し
た
志
士
や
政
治
家
を
輩

出
し
た
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、

構
成
資
産
と
し
て
の
価
値

構
成
資
産
の
紹
介（
２
）松
下
村
塾
道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と
萩

産
業
あ
る
い
は
工
業
と
の
つ
な
が
り
が

な
か
な
か
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
松
下
村
塾

は
政
治
的
な
側
面
で
見
ら
れ
が
ち
で
あ

る
た
め
、「
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成

資
産
と
い
っ
た
場
合
、
違
和
感
が
あ
る

と
い
う
意
見
が
出
て
も
何
ら
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
従
来
の
見
方

を
少
し
変
え
て
み
る
と
、
松
下
村
塾
か

ら
は
、
政
治
家
だ
け
で
な
く
、
産
業
・

経
済
の
分
野
に
進
ん
だ
人
も
出
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
産
業
革
命

遺
産
」
に
お
い
て
、
松
下
村
塾
は
、
欧

米
列
強
に
対
抗
す
べ
く
、
幕
末
の
日
本

で
い
ち
早
く
工
学
教
育
の
必
要
性
を
提

唱
し
、
人
材
育
成
の
面
で
工
業
化
に
貢

献
し
た
こ
と
を
示
す
稀
有
な
事
例
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
吉
田
松
陰
の
教
育
活
動
は
、
杉

家
（
吉
田
松
陰
幽
囚
ノ
旧
宅
）
お
よ
び

松
下
村
塾
舎
の
二
つ
の
建
物
で
営
ま
れ

た
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
建
物
を
資

産
「
松
下
村
塾
」
と
し
て
い
る
。

　
松
下
村
塾
は
、
吉
田
松
陰
の
叔
父
玉

木
文
之
進
が
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）

に
創
始
し
た
私
塾
で
あ
る
。
や
が
て
そ

の
塾
名
は
、
同
じ
松
本
村
に
居
住
し
て

い
た
松
陰
の
親
類
久
保
五
郎
左
衛
門
に

引
き
継
が
れ
る
。
し
た
が
っ
て
松
陰
は
、

玉
木
・
久
保
に
次
ぐ
三
代
目
の
松
下
村

塾
主
宰
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
松
陰
は
元
来
、
長
州
藩
（
萩
藩
）
の

藩
校
明
倫
館
の
山
鹿
流
兵
学
者
で
あ
っ

た
。
松
陰
は
兵
学
者
と
い
う
立
場
か
ら
、

日
本
の
独
立
を
維
持
す
る
た
め
、
海
防

の
強
化
を
中
心
的
な
課
題
と
し
、
鎖
国

と
い
う
条
件
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
海

外
の
事
情
や
西
洋
の
知
識
な
ど
を
意
欲

的
に
学
ん
だ
。
特
に
、
箕み

つ
く
り
し
ょ
う
ご

作
省
吾
が
著

し
た
『
坤こ

ん
よ輿
図ず

し
き識
』
や
清
（
中
国
）
の

魏ぎ
げ
ん源

が
著
し
た
『
海

か
い
こ
く国

図ず

し志
』
な
ど
の

世
界
地
理
・
歴
史
書
を
通
じ
、
外
国
事

情
を
熱
心
に
研
究
し
て
い
た
。
松
陰
は

ま
た
、
儒
学
、
倫
理
、
日
本
・
中
国
・

西
洋
の
歴
史
お
よ
び
地
理
、
医
学
、
算

術
、
農
学
、
経
済
な
ど
、
幅
広
い
知
識

を
修
得
し
た
。

　
松
陰
は
長
州
藩
の
遊
学
制
度
を
有
効

に
活
用
し
て
、ま
ず
、嘉
永
３
年
（
１
８

５
０
）
に
九
州
へ
遊
学
し
た
。
長
崎
で

は
高
島
浅
五
郎
（
秋
帆
の
子
）
の
も
と

で
洋
式
砲
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
平

戸
で
は
葉
山
佐
内
の
も
と
で
海
外
情

勢
や
洋
式
大
砲
に
つ
い
て
熱
心
に
学

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
ヘ
ン

戦
争
に
関
す
る
『
聖せ
い
ぶ
き
ふ
ろ
く

武
記
附
録
』
や

『
阿あ

ふ
よ
う

芙
蓉
彙い

ぶ
ん聞

』、
フ
ラ
ン
ス
の
砲
術
書

『
百ペ

キ
サ
ン
ス

幾
撒
私
』
な
ど
、
海
防
の
強
化
や

大
砲
の
洋
式
化
に
か
か
わ
る
書
物
を
熟

読
・
筆
写
し
た
。

　
つ
い
で
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
江

戸
に
遊
学
し
、
佐
久
間
象
山
の
影
響
を

受
け
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
習
得
を
開
始
す

る
。
さ
ら
に
同
年
暮
れ
、
北
日
本
沿
海

の
ロ
シ
ア
船
対
策
を
実
地
に
踏
査
す
る

た
め
東
北
遊
歴
に
出
か
け
る
が
、
こ
の

時
、
藩
か
ら
過
所
（
関
所
手
形
）
が
発

行
さ
れ
る
の
を
待
た
ず
に
江
戸
を
離
れ

た
。
そ
の
た
め
に
嘉
永
５
年
、
松
陰
は

士
籍
剥
奪
・
家
禄
没
収
の
処
分
を
受
け
、

浪
人
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
松
陰
は
藩
か
ら
10
カ
年
の

諸
国
修
業
を
許
さ
れ
、
再
度
江
戸
へ
出

た
。
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
し
た
際
に
は
現
地
へ
赴

き
、
蒸
気
軍
艦
を
眼
前
に
し
て
さ
ら
に

西
洋
の
文
物
へ
の
関
心
を
強
め
る
。
安

政
元
年
（
１
８
５
４
）
１
月
に
ペ
リ
ー

が
再
来
す
る
と
、松
陰
は
３
月
、ペ
リ
ー

に
対
し
て
「
五
大
州
を
周
遊
せ
ん
と
欲

す
」
と
の
書
を
送
り
、
伊
豆
半
島
の
下

田
沖
に
お
い
て
黒
船
に
乗
船
す
る
も
密

航
に
失
敗
し
た
。
松
陰
は
萩
へ
送
り
返

さ
れ
、
野
山
獄
を
経
て
実
家
杉
家
に
幽

閉
さ
れ
た
。

　
松
陰
は
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
３

月
、
杉
家
の
幽
囚
室
に
お
い
て
、
近
所

に
住
む
高
洲
滝
之
允
ら
へ
の
講
義
を
始

め
た
。
つ
ま
り
杉
家
に
お
い
て
、
事
実

上
、
松
陰
の
松
下
村
塾
が
始
ま
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
11
月
５
日
、

松
陰
は
八
畳
一
室
の
塾
舎
を
得
た
。
こ

れ
は
、
杉
家
の
宅
地
内
に
あ
っ
た
小
舎

を
改
修
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

塾
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
安
政
５

年
３
月
、
門
人
ら
の
共
同
作
業
に
よ
り

10
畳
半
の
部
屋
を
増
築
し
た
。
こ
の
頃

が
松
下
村
塾
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、
７

月
、
長
州
藩
は
松
陰
の
家
学
教
授
を
公

認
し
た
。

　
門
人
は
、
92
人
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
大
半
は
、
10
代
後
半
か

ら
20
代
前
半
ま
で
の
青
少
年
で
、
松
陰

は
、
武
士
・
町
人
・
農
民
の
身
分
の
別

を
問
わ
ず
、
学
習
意
欲
の
あ
る
も
の
な

ら
誰
に
で
も
入
塾
を
許
し
た
。
彼
は
特

に
時
事
問
題
を
重
視
し
、
単
に
書
物
の

意
味
や
解
釈
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

現
実
の
諸
問
題
と
関
連
づ
け
て
講
義
し

た
。

　
安
政
５
年
６
月
、
幕
府
が
朝
廷
に
無

断
で
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ん
だ
。

松
陰
は
こ
の
無
勅
許
調
印
を
契
機
と
し

て
、
幕
府
政
治
へ
の
批
判
を
開
始
す
る
。

そ
の
た
め
12
月
、
長
州
藩
は
松
陰
を
再

松
陰
の
主
宰
し
た
松
下
村
塾

松下村塾の塾舎

吉田松陰（萩博物館蔵）
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び
野
山
獄
に
投
じ
、
松
下
村
塾
は
閉
鎖

さ
れ
た
。
松
陰
が
塾
を
主
宰
し
た
期
間

は
、
わ
ず
か
約
２
年
10
カ
月
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
松
陰
の
幕
政
批
判
は
過
激

さ
を
増
し
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）

５
月
、
安
政
の
大
獄
を
開
始
し
て
い
た

幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
江
戸
に
呼
び
出

さ
れ
、
10
月
、
江
戸
の
獄
舎
で
処
刑
さ

れ
た
。

　
松
下
村
塾
は
、
松
陰
の
義
弟
楫
取
素

彦
、
同
じ
く
義
弟
久
坂
玄
瑞
、
松
陰
の

実
兄
杉
民
治
ら
、
お
も
に
松
陰
の
近
親

者
に
よ
り
断
続
的
に
継
承
さ
れ
、
明
治

25
年
（
１
８
９
２
）
頃
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

松
下
村
塾
の
塾
舎
は
明
治
23
年
（
１
８

９
０
）
に
保
存
修
理
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
際
、
吉
田
松
陰
を
祀
る
土
蔵
造
り
の

小
祠
が
建
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
伊
藤

博
文
や
野
村
靖
ら
の
運
動
に
よ
り
、
明

治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
松
陰
神
社
が

県
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

　
江
戸
時
代
、
日
本
人
が
諸
外
国
と
通

交
す
る
こ
と
は
国
禁
で
あ
っ
た
。
徳
川

幕
府
は
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）、「
鎖

国
」
政
策
の
一
環
と
し
て
、
日
本
人
の

海
外
渡
航
お
よ
び
日
本
人
の
国
外
か
ら

の
帰
国
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
厳
し
い
制
約
の
も
と
、

非
公
式
に
海
外
へ
の
渡
航
を
試
み
た
先

駆
者
の
一
人
が
吉
田
松
陰
で
あ
る
。
彼

が
密
航
失
敗
後
に
主
宰
し
た
松
下
村
塾

は
、
日
本
の
工
業
化
に
必
要
な
理
念
や

政
治
思
想
を
育
ん
だ
重
要
な
教
場
の
一

つ
と
な
っ
た
。

　
松
陰
の
思
想
で
、
工
業
化
へ
の
貢
献

と
い
う
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、

工
学
教
育
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
松
陰

が
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
６
、７
月

頃
に
著
し
た
「
学
校
を
論
ず
、
付
け
た

り
作
場
」
と
い
う
論
文
に
端
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
松
陰
は
、
人
材
養
成
を
国

勢
振
興
の
根
本
に
す
え
る
こ
と
、
身

分
の
高
低
や
学
問
の
深
浅
に
と
ら
わ
れ

ず
機
会
均
等
に
学
生
を
学
校
に
入
れ
る

こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
、
実
技
を
重
視

し
た
教
育
の
重
要
性
を
説
い
た
。
要
す

る
に
松
陰
は
、
理
論
を
教
え
る
学
校

に
、
実
技
を
教
え
る
作
業
場
を
併
設
す

べ
き
だ
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
彼
が
軽
度
な
手
工
業
の
域
を
脱
し
、

職
人
の
英
知
を
結
集
す
れ
ば
軍
艦
や
機

械
の
製
造
も
可
能
に
な
る
と
主
張
す
る

な
ど
、
す
で
に
重
工
業
の
段
階
ま
で
視

野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
松
陰
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の

工
業
学
校
を
設
置
し
、
工
業
基
盤
を
整

備
・
強
化
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
欧
米
列

強
に
対
峙
す
る
う
え
で
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
松
陰
は
、
欧
米
列
強
の

植
民
地
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
欧

米
の
技
術
力
の
背
景
を
探
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
い
ち
早
く
認
識
し
た
類
稀
な

知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
特
に
鎖
国

と
い
う
条
件
下
で
は
、
直
接
西
洋
か
ら

知
識
・
技
術
を
移
入
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
彼
は
在
来
の
技
術
者

を
結
集
す
る
こ
と
で
産
業
化
を
実
現
し

よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
松
陰
は
、
身
分

を
問
わ
ず
学
生
を
集
め
、
工
学
の
教
育

施
設
を
開
設
し
、
理
論
と
実
技
の
両
方

を
学
ば
せ
る
べ
き
だ
と
説
い
た
の
で
あ

る
。

　
松
陰
が
果
た
せ
な
か
っ
た
欧
米
留
学

や
工
学
教
育
の
志
は
、
松
下
村
塾
門
人

の
伊
藤
博
文
を
含
む
５
人
の
長
州
藩
密

航
留
学
生
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
に
よ
り

具
現
化
さ
れ
た
。

　
伊
藤
は
、
井
上
馨
・
山
尾
庸
三
・
井

上
勝
・
遠
藤
謹
助
と
と
も
に
、
文
久
３

年
（
１
８
６
３
）
に
国
禁
を
破
っ
て
イ

ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
産
業
革
命
の
実
態
を

学
ん
だ
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
に
お
い

て
、
伊
藤
が
設
立
の
中
心
に
な
っ
た
工

部
省
は
、
鉱
山
・
製
鉄
・
灯
台
・
鉄
道
・

電
信
な
ど
の
工
業
化
政
策
を
推
進
し
た
。

ま
た
山
尾
は
、
工
学
教
育
の
必
要
を
認

識
し
て
、
工
学
寮
、
つ
い
で
工
部
大
学

校
（
現
東
京
大
学
工
学
部
）
の
設
立
に

尽
力
し
、
人
材
養
成
に
努
め
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
彼
ら
が
軍
事
力
の
強
化

だ
け
で
な
く
、
産
業
の
総
合
的
な
近
代

化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
日
本
は
世
界

有
数
の
工
業
国
家
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
つ
ま
り
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
は
、

欧
米
に
対
す
る
強
烈
な
危
機
感
の
も
と
、

日
本
の
対
外
的
独
立
、
国
家
的
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
に
は
、
松

下
村
塾
の
門
人
は
伊
藤
博
文
１
人
し
か

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
の
工
業
化

に
尽
力
し
た
門
人
は
他
に
も
い
る
。
そ

の
例
と
し
て
、
長
崎
造
船
局
長
の
渡
辺

蒿
蔵
、
東
京
職
工
学
校
（
現
東
京
工
業

大
学
）
初
代
校
長
の
正
木
退
蔵
、
鉄
道

技
術
者
の
飯
田
俊
徳
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
か
で
も
渡
辺
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学

し
て
造
船
学
を
修
め
、
工
部
省
の
長
崎

製
作
所
を
管
轄
し
、
明
治
16
年
、
長
崎

造
船
局
の
発
足
に
よ
り
局
長
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
渡
辺
は
、
留
学
先
で
専
門

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た

工
学
教
育
の
先
駆
者
松
陰

明
治
の
工
業
化
と

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
た
ち

造
船
技
師
の
草
分
け
で
あ
る
が
、
彼
は

晩
年
、
吉
田
松
陰
か
ら
「
今
後
の
日
本

は
大
い
に
造
船
、
造
艦
」
が
必
要
と
助

言
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
道
に
進
ん
だ
と

証
言
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
実
は
、
一
般
に
は
ま
だ

あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、

工
業
化
へ
の
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
松
下
村
塾
に
関
す
る
史
料
の

掘
り
起
こ
し
と
研
究
を
進
め
、
さ
ら
な

る
情
報
発
信
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
１
８
６
６
年
（
慶
長
２
）
１
月
21

日
、
幕
末
の
激
動
の
中
、
時
に
は
敵

対
し
た
萩
（
長
州
）
藩
と
薩
摩
藩
が
、

日
本
の
未
来
の
た
め
に
大
同
団
結
し

た
「
薩
長
同
盟
」
を
締
結
し
て
、
今

年
は
１
５
０
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
今
後
の
萩
市
、

鹿
児
島
市
の
友
好
交
流
の
発
展
を
図

る
た
め
、
１
月
21
日
に
友
好
交
流
に

関
す
る
盟
約
の
調
印
を
行
い
ま
す
。。

　
両
藩
は
、「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」と「
薩

摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
」
と
い
っ
た
藩

の
若
者
を
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
せ
る

な
ど
、
日
本
の
近
代
化
に
向
け
、
海

外
の
産
業
や
工
業
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
る
た
め
に
行
動
。
こ
の
取
り
組

み
が
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
と
な
り
、

「
19
世
紀
末
の
世
界
史
の
奇
跡
」
と

い
わ
れ
る
、
欧
米
以
外
で
最
初
の
工

薩
長
同
盟

１
５
０
年

萩
市
と
鹿
児
島
市
が

友
好
交
流
の
盟
約
締
結

業
化
を
果
た
し
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的

経
緯
も
あ
り
、
平
成
27
年
７
月
に
は
、

両
市
の
構
成
資
産
を
含
む
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
萩
市
が
薩
長
同
盟
に
関
連
し
た
記

念
行
事
な
ど
で
使
用
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
。
木
戸
孝
允（
右
）と
西
郷
隆
盛
が
、

日
の
出
に
向
き
合
っ
て
日
本
の
新
し

い
未
来
の
た
め
に
両
藩
が
協
力
す
る

こ
と
を
決
断
し
た
状
況
を
、
締
結
に

携
わ
っ
た
多

く
の
人
々
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

（
情
熱
）
の

赤
色
で
デ
ザ

イ
ン
。

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
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私
は
地
理
学
の
大
学
教
員
を
30
歳
か

ら
こ
の
方
長
ら
く
や
っ
て
き
た
が
、
な

ぜ
地
理
学
な
の
か
、
な
ぜ
大
学
教
員
な

の
か
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
ま
さ
に
偶

然
で
あ
る
。

　
私
に
最
初
に
将
来
の
き
っ
か
け
を
与

え
て
く
れ
た
の
は
小
学
校
２
年
か
３

年
の
時
に
出
会
っ
た
あ
る
青
年
で
あ

る
。
私
が
幼
稚
園
児
の
こ
ろ
父
親
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
生
活
が
で
き
な
く

な
り
萩
の
母
親
の
実
家
に
帰
っ
て
い
た
。

私
は
明
倫
小
学
校
に
通
っ
た
が
、
学
校

は
サ
ボ
ル
は
悪
さ
は
す
る
は
で
問
題
児

だ
っ
た
。
女
の
子
の
髪
の
毛
を
は
さ
み

で
ば
っ
さ
り
切
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
通

知
表
に
「
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
」
と
書

か
れ
て
い
た
。
そ
の
家
に
鹿
児
島
か
ら

出
て
き
た
Ｋ
さ
ん
と
い
う
書
生
が
い
た
。

Ｋ
さ
ん
は
20
代
の
元
気
が
い
い
好
青
年

で
小
学
校
の
代
用
教
員
を
し
て
い
た
。

家
族
同
様
の
付
き
合
い
で
、
よ
く
遊
ん

で
く
れ
た
。
そ
の
Ｋ
さ
ん
が
あ
る
と
き
、

私
に
地
図
を
持
っ
て
き
て
「
小
樽
が
ど

こ
に
あ
る
か
探
し
て
み
な
い
か
。
見
つ

け
た
ら
飴
玉
を
あ
げ
る
よ
」
と
誘
い
か

け
て
き
た
。
食
べ
る
も
の
が
ろ
く
に
な

い
当
時
の
飴
玉
が
魅
力
的
だ
っ
た
の
で

そ
の
誘
い
に
飛
び
つ
い
た
。
地
図
帳
を

め
く
り
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
探
し
た
。

南
の
鹿
児
島
県
の
方
か
ら
探
し
始
め
た

の
で
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

北
海
道
に
き
て
や
っ
と
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
見
つ
け
た
と
き
の
う
れ
し

さ
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。
褒
美
の
飴

玉
を
も
ら
っ
て
、
Ｋ
さ
ん
に
「
ど
こ
か

地
名
を
言
っ
て
！
ま
た
探
す
か
ら
」
と

催
促
し
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に

や
た
ら
地
名
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
地
図
を
見
る
の
が
大
好
き
に
な

り
、
毎
日
漫
画
を
見
る
か
の
ご
と
く
地

図
ば
か
り
見
て
い
た
。
枕
元
に
20
〜
30

㎝
も
地
図
帳
を
積
み
重
ね
て
毎
晩
眺
め

て
い
た
。

　
そ
の
後
私
は
小
学
校
3
年
の
１
月
に
、

中
村
家
か
ら
吉
津
家
に
養
子
に
い
っ
た
。

こ
れ
が
第
二
の
転
機
で
あ
る
。
母
親
の

父
の
家
は
裕
福
で
あ
っ
た
が
事
業
に
失

敗
し
て
苦
境
に
陥
り
、
私
が
養
子
に
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
津
家
の
両

親
は
実
に
立
派
な
人
で
あ
っ
た
。
父
親

は
職
業
軍
人
で
日
頃
は
優
し
い
け
れ
ど

も
、
怒
る
と
１
週
間
ぐ
ら
い
は
口
を
き

い
て
も
ら
え
な
い
ほ
ど
厳
格
で
あ
っ
た
。

母
親
は
実
に
優
し
い
女
性
で
、
愛
情
で

人
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
生
活

は
一
変
し
た
。

　
転
校
し
た
椿
東
小
学
校
の
ク
ラ
ス
は

素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ス
で
、
皆
が
私
に
親

切
に
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
問
題

児
の
私
だ
っ
た
が
騒
ぐ
に
騒
げ
ず
、
い

つ
の
ま
に
か
優
等
生
に
な
ら
さ
れ
た
。

養
子
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
。
叔
父
は
私
に
「
直
樹
君

は
養
子
に
行
っ
て
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く

な
っ
た
」
と
言
っ
た
が
、
養
子
に
行
か

な
か
っ
た
ら
到
底
、
大
学
教
員
の
道
を

歩
ん
だ
と
は
思
え
な
い
。

　
大
学
は
も
ち
ろ
ん
地
理
学
専
攻
に
進

ん
だ
が
、
将
来
は
高
校
の
教
員
に
な
ろ

う
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
営
利
を
目

的
と
す
る
民
間
企
業
に
は
い
き
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
た

こ
と
や
自
由
時
間
を
多
く
持
て
る
仕
事

が
い
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
長
期
休
暇
が
あ
る
教
員
、

中
で
も
高
校
の
教
員
が
選
ぶ
べ
き
職
業

だ
と
考
え
ら
れ
た
。

下
関
市
立
大
学
長（

下
関
市
在
住
、萩
高
昭
和
40
年
卒
、69
歳
）

　
大
学
の
授
業
を
受
け
て
い
る
う
ち
、

高
校
の
教
員
よ
り
大
学
の
教
員
の
方
が

自
分
の
時
間
を
多
く
持
て
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
第
三
の
転
機
で
あ
る
。
大
学

の
教
員
に
な
る
に
は
大
学
院
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
勝
負
強

い
人
間
だ
っ
た
た
め
、
試
験
は
何
と
か

ク
リ
ア
ー
し
て
き
た
。
ま
た
、
好
き
な

地
理
学
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
院

生
活
も
楽
し
か
っ
た
。
生
活
を
楽
し
む

こ
と
を
優
先
し
た
結
果
、
最
短
５
年
間

の
大
学
院
に
9
年
間
も
在
籍
し
た
。

　
誰
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
で
き
る

だ
け
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
り
が
ら

経
済
的
な
も
の
も
確
保
さ
れ
れ
ば
申
し

分
な
い
。
幸
い
私
は
好
き
な
地
理
学
で

そ
れ
が
で
き
た
が
、
現
代
社
会
で
は
そ

う
い
か
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
と
す

れ
ば
仕
事
は
仕
事
と
わ
り
き
っ
て
余
暇

に
自
ら
の
好
き
な
こ
と
を
行
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
教
員
」に
は
定
年
が
あ
る
が「
研
究
」

に
は
定
年
は
な
い
。
ま
だ
や
り
残
し
た

研
究
が
山
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
か
ら
や
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

吉よ
し
ず津 

直な

お

き樹
さ
ん

な
ぜ
地
理
学
か

養
子
に
な
り
、変
貌

自
由
な
時
間
を
求
め
て

大
学
教
授
に

11 月に開催した下関市立大学シンポジウム後の懇
親会（右側中央が吉津さん、右隣は安倍昭恵さん）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）、
萩
市
生
ま

れ
。
65
年
、
萩
高
校
卒
（
第
17
期
）
後
、

名
古
屋
大
学
文
学
部
へ
進
学
。
同
大
学

大
学
院
、
助
手
を
経
て
、
81
年
に
下
関

市
立
大
学
専
任
講
師
。
90
年
に
教
授
、

２
０
１
２
年
に
定
年
退
職
、
名
誉
教
授

と
な
り
、
13
年
４
月
か
ら
学
長
に
就
任
。

専
門
は
経
済
地
理
学



2016 年１月（第 127 号）7

ホ
テ
ル
に
就
職
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

ホ
テ
ル
内
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ

レ
ン
チ
、
鉄
板
焼
、
宴
会
場
な
ど
で
提

供
さ
れ
る
料
理
す
べ
て
を
メ
イ
ン
厨
房

で
調
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

５
年
半
ほ
ど
の
間
、
洋
食
を
中
心
に
料

理
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

の
場
を
求
め
て
、
自
分
が
美
味
し
い

と
思
う
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
と
思
い
、

様
々
な
店
を
食
べ
歩
い
た
と
こ
ろ
、
町

家
を
改
装
し
た
創
作
フ
レ
ン
チ
の
店
や

系
列
店
で
１
年
ほ
ど
勤
務
。
26
歳
の
時

に
は
、
同
じ
く
町
家
を
改
装
し
た
創
作

フ
レ
ン
チ
の
店
な
ど
を
展
開
す
る
別
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
転
職
し
、
フ
レ
ン
チ
の

料
理
人
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。

　
一
方
、
家
業
で
あ
る
旅
館
と
仕
出
し

業
は
、
両
親
が
切
り
盛
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
22
歳
の
時
、
父
が
癌

を
患
い
ま
す
。
私
自
身
も
修
業
を
始
め

て
間
も
な
い
頃
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、

両
親
か
ら
も
、
家
業
の
ほ
う
は
従
業
員

も
い
る
の
で
帰
っ
て
く
る
必
要
は
な
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
京
都
で
の

修
業
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

28
歳
の
時
に
闘
病
の
末
父
が
亡
く
な
り
、

一
周
忌
を
目
途
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
郷
後
は
家
業
に
入
り
、
仕
出
し
弁

当
や
旅
館
で
提
供
す
る
料
理
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
の
中
で
は
、
い
つ
か

自
分
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
い
て
み
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
の
頃
、
旅
館
や
仕
出
し
を
し
な

が
ら
、
昼
時
に
は
、
近
所
に
あ
る
公
民

館
の
食
堂
も
営
業
し
、
う
ど
ん
や
焼
き

そ
ば
な
ど
を
作
っ
て
い
た
父
の
姿
を
見

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

旅
館
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
改
築
を
機
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
。

32
歳
の
時
に
、創
作
フ
レ
ン
チ
の
店「
レ

ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か
」
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
崎
は
、
地
元
の
新
鮮
な
食
材
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
魚
は
、
知
り
合
い

の
漁
師
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
野
菜
は
、
道
の
駅
で
購
入

し
た
り
、
近
所
の
方
が
持
っ
て
き
て
く

れ
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
肉
類
も
周
辺
地
域
で
肥
育

さ
れ
た
長
州
ど
り
や
む
つ
み
豚
、
見
蘭

牛
、
長
萩
和
牛
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
食
材
が
豊
富
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

地
元
の
産
品
に
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
し
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
で
レ
ス
ト

ラ
ン
を
す
る
意
味
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
地
元
の
食
材

を
調
理
し
て
い
る
の
で
、
料
理
を
盛
り

付
け
る
器
も
萩
焼
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
共
に
、

２
〜
３
種
類
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
お
り
、
フ
レ
ン
チ
で
あ
り
な
が

ら
も
、
和
食
テ
イ
ス
ト
も
取
り
入
れ
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
お
箸
で
お
召
し
上

が
り
い
た
だ
け
ま
す
。
食
材
を
少
し
変

わ
っ
た
方
法
で
調
理
し
て
み
た
り
、
意

外
な
食
材
同
士
を
組
み
合
わ
せ
た
り
す

　
萩
市
江
崎
の
老
舗
旅
館
「
小
室
屋
旅

館
」
の
一
角
に
あ
り
、
創
作
フ
レ
ン
チ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
人
気
を
集
め
て

い
る「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か
」。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
松
岡
洋
祐
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
曽
祖
父
の
代
か
ら
続
く
旅
館
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
私
は
、
地
元
の
小
中

学
校
を
経
て
、
島
根
県
立
益
田
高
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
業
の
一

つ
で
あ
る
仕
出
し
の
手
伝
い
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
料
理
の
修

業
を
す
る
た
め
、
20
歳
の
時
、
京
都
の

レ
ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か 

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

（
萩
市
在
住
、38
歳
）

時
に
は
、
食
通
の
お
客
様
か
ら
、
原
価

率
の
心
配
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど

で
す
。
で
す
が
、
お
客
様
の
喜
ぶ
姿
を

見
る
の
は
、
本
当
に
嬉
し
く
、
や
り
が

い
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
料
理
人
は

天
職
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

　
最
近
、
仕
出
し
弁
当
業
で
は
、
老
人

福
祉
施
設
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
新
規
事

業
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
高
齢
者
向

け
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
れ

ば
、
雇
用
に
も
繋
が
っ
て
い
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
若
者
が
流
出
し
、
過
疎
が

進
む
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
田
舎
に
い
な
が
ら
も
で
き
る

こ
と
、
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
食
を
通
し
て
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
た
ら
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

松
岡 

洋
祐
さ
ん

京
都
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
修
行

食
を
通
し
て
地
域
貢
献
を

Ｕ
タ
ー
ン
後
、レ
ス
ト
ラ
ン
開
業

地
元
産
に
こ
だ
わ
る

■レストランまつおか
住所／萩市大字江崎 1101
営業時間／午前 11 時〜午後３時（ラストオー
ダー午後２時）、午後５時〜 10 時 30 分（ラス
トオーダー午後８時、ディナーは前日までの予約）
定休日／月曜日
☎０８３８７・２・１８０１

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

季
節
感
の
あ
る
料
理
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
口
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
、

益
田
市
や
萩
市
内
の
方

を
中
心
に
、
多
く
の
お

客
様
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
ま
す
ね
。「
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
美

味
し
い
」
と
仰
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
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■ Sweets うきしま工房
住所／萩市土原 609-1
営業時間／午前 10 時 30 分〜午後７
時（なくなり次第、閉店）
定休日／水曜日（祝日営業、翌日休み）
☎０８３８・２２・０５４５

　
３
年
前
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
店
し

た
老
舗
菓
子
店
「
神
戸
屋
」。
そ
の
神

戸
屋
の
ケ
ー
キ
職
人
で
あ
り
、
人
気
商

品
だ
っ
た
生
シ
ュ
ー
を
作
り
上
げ
た
父

の
味
を
受
け
継
ぎ
、
昨
年
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
専
門
店

「
う
き
し
ま
工
房
」
の
店
長
で
パ
テ
ィ

シ
エ
の
古
川
毅
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
長
年
、
皆
様
か
ら
愛
し
て
い
た
だ
い

た
神
戸
屋
は
、
昭
和
11
年
に
祖
父
が
創

業
し
ま
し
た
。
パ
ン
屋
か
ら
始
ま
っ
た

店
は
、
次
第
に
和
洋
菓
子
の
製
造
販
売

や
、
喫
茶
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
経
営

す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
の
う
ち
は
、

萩
市
内
を
中
心
に
い
く
つ
も
の
支
店
を

持
ち
、
従
業
員
も
１
０
０
名
を
超
え
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
私
の
父
は
、
東
京
の
老
舗
洋
菓
子
店

「
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
で
修
業
を
積
み
、ケ
ー

キ
職
人
と
し
て
家
業
を
盛
り
立
て
ま
し

た
。
中
で
も
、
人
気
商
品
だ
っ
た
「
生

シ
ュ
ー
」
は
、
昭
和
40
年
代
の
初
頭
、

当
時
は
珍
し
か
っ
た
生
ク
リ
ー
ム
を
カ

ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
に
混
ぜ
合
わ
せ
、

そ
の
配
分
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、

父
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
濃
厚
な

卵
と
牛
乳
の
風
味
が
あ
り
な
が
ら
も
、

後
味
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
生
シ
ュ
ー
は
、

長
年
、
多
く
の
人
達
か
ら
愛
さ
れ
る
神

戸
屋
の
看
板
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
萩
高
校
を
経
て
、
関
東

の
大
学
を
卒
業
後
、
か
つ
て
父
が
修
業

し
た
洋
菓
子
店
で
、
４
年
間
、
パ
テ
ィ

ケ
ー
キ
作
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
の
経
験
を
積
む

中
、
家
業
の
神
戸
屋
で
は
、
28
歳
の
時

に
父
が
急
死
。
社
長
で
あ
る
伯
父
か
ら

も
帰
郷
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
が
進
む
故
郷
で
家

業
を
盛
り
立
て
て
い
く
難
し
さ
も
感
じ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
32
歳
の
時
、
事
業

を
縮
小
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
機
に
帰
郷
。

東
田
町
の
本
店
と
、
集
客
が
望
め
る

ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
構
え
た
支
店
の
２

店
舗
に
集
約
し
、
洋
菓
子
の
製
造
販
売

や
店
舗
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

41
歳
の
時
に
神
戸
屋
が
倒
産
。
家
業
を

畳
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
倒
産
後
、
い
ず
れ
は
自
分
で
洋
菓
子

店
を
構
え
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
た

と
こ
ろ
、
岸
田
商
会
の
大
中
隆
義
社
長

か
ら
お
声
か
け
を
い
た
だ
き
ま
す
。
大

中
社
長
自
身
も
、
神
戸
屋
の
生
シ
ュ
ー

の
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
新
規
事
業
と
し
て

菓
子
店
を
作
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
自
身
、
独
立
に
あ
た
っ
て
、
種
類
は

少
な
く
て
も
何
か
に
特
化
し
た
店
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
中

社
長
も
私
の
想
い
に
ご
賛
同
く
だ
さ
っ

た
こ
と
か
ら
、
３
年
前
、
岸
田
商
会
に

入
社
。
開
店
準
備
を
進
め
、
昨
年
５
月
、

父
が
遺
し
て
く
れ
た
生
シ
ュ
ー
を
「
伝

説
の
生
シ
ュ
ー
」
と
し
て
復
活
さ
せ
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
メ
イ
ン
に
し
た
洋

菓
子
店
「
う
き
し
ま
工
房
」
を
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
伝
説
の
生
シ
ュ
ー
」
は
、
幼
い
頃

か
ら
食
べ
続
け
て
き
た
父
の
味
を
そ
の

ま
ま
受
け
継
で
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
、

大
き
く
宣
伝
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
口
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
、
懐
か

を
活
か
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
ク
リ
ー
ム

を
作
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
カ
ラ
フ
ル

な
色
味
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
エ
ク

レ
ア
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ブ
リ
ュ
レ
な

ど
も
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
専
門

店
な
ら
で
は
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
販
売

す
る
予
定
で
す
し
、
神
戸
屋
時
代
の
懐

か
し
の
商
品
も
復
活
さ
せ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
修
業
時
代
に
父
が
亡
く
な
り
、
一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
父
が
遺
し
て
く
れ
た
生

シ
ュ
ー
を
、
今
こ
う
し
て
作
る
こ
と
が

で
き
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
味
に
手
は
抜
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
父
の
味

を
守
り
続
け
な
が
ら
、
素
材
そ
の
も
の

を
活
か
す
シ
ン
プ
ル
な
菓
子
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Sweets うきしま工房

父
が
作
り
上
げ
た
「
生
シ
ュ
ー
」

父
の
味
を
守
り
続
け
る

10
年
の
修
行
を
経
て
、
家
業
へ

「
伝
説
の
生
シ
ュ
ー
」
を
復
活

（44 歳）古川 毅 さん

懐かしい味

店長兼パティシエ

シ
エ
と
し
て
の
基

礎
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
横

浜
の
大
手
製
菓
会

社
に
入
社
。
業
務

用
ケ
ー
キ
の
製
造

現
場
で
、
主
に
品

質
・
衛
生
管
理
な

ど
に
携
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
30

歳
の
頃
、
横
浜
に

あ
る
個
人
経
営
の

洋
菓
子
店
へ
転
職
。

流
行
を
取
り
入
れ

な
が
ら
も
、
素
材

に
こ
だ
わ
っ
た

し
の
味
を
求
め
て
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
シ
ュ
ー
以
外

に
も
、
チ
ョ
コ
や
ラ
ズ

ベ
リ
ー
、
抹
茶
、
そ
し

て
、
岸
田
商
会
の
ゆ
ず
果

汁
を
使
用
し
た
ゆ
ず
味
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
も
販
売
。

こ
れ
ら
は
、
何
度
も
試
作

を
重
ね
た
商
品
で
、
素
材

伝説の「生シュー」
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県
外
の
地
域
で
お
住
ま
い
の
方
の
中

に
は
、
最
近
は
あ
ま
り
餅
ま
き
を
見
な

く
な
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
居
の
上
棟
式
な
ど

で
棟
か
ら
ま
か
れ
る
餅
ま
き
も
、
最
近

で
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
萩
を
は
じ
め
と
す
る
山
口
県
内

で
は
、
上
棟
式
や
落
成
式
だ
け
で
な
く
、

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
餅
ま
き
が

今
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
紅
白
の
餅
が
入
っ
た
袋
を
壇
上
か
ら

ま
く
と
、
参
加
者
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手

に
、
飛
ん
で
く
る
餅
を
捕
ま
え
た
り
、

取
り
損
ね
た
も
の
を
拾
い
集
め
た
り
し

て
、
誰
も
が
年
齢
も
忘
れ
て
盛
り
上
が

り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
萩
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
で
も
、
来
場
者
が
開
会
式

の
始
ま
る
前
か
ら
徐
々
に
集
ま
り
始
め
、

餅
ま
き
開
始
直
前
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

持
っ
た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、

我
先
に
と
よ
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
取
り
を
目

指
し
て
ス
テ
ー
ジ
近
く
ま
で
押
し
寄
せ

ま
し
た
。

　
山
口
市
阿
東
地
区
で
は
、「
餅
ひ
ろ

い
世
界
選
手
権
」
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

県
内
で
は
餅
ま
き
と
イ
ベ
ン
ト
は
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
餅
を

ま
く
と
い
う
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集

客
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
来
て
く

れ
た
人
へ
の
お
も
て
な
し
や
、
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
い
う
意
気
の
現
れ
の
意
味

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
11
月
３
日
、
須
佐
で
開
催
さ

れ
た
「
須
佐
地
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」。

締
め
く
く
り
に
は
、や
は
り
「
餅
ま
き
」

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
そ
の
規
模
は
他
の
地
域
に
は
負
け

ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
隔
年
で
開
催
し
ま

す
が
、
平
成
25
年
は
豪
雨
災
害
で
中
止

の
た
め
２
年
連
続
の
開
催
。
昨
年
よ
り

５
集
落
多
い
33
集
落
、
約
４
０
０
人
が

集
落
ご
と
に
、
３
万
６
０
０
０
個
（
昨

年
は
３
万
個
）
の
餅
を
、
40
分
も
の
間
、

２
カ
所
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
ま
か
れ
ま
し

た
。
１
２
０
０
人
の
参
加
者
は
、「
こ
っ

ち
に
ま
い
て
」
な
ど
、
勢
い
よ
く
餅
が

ま
か
れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
、

手
を
伸
ば
し
な
が
ら
宙
を
舞
う
餅
を

キ
ャ
ッ
チ
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋
を

手
に
、
み
ん
な
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

　
こ
の
餅
ま
き
は
、
旧
須
佐
町
時
代
か

ら
続
く
、
収
穫
の
感
謝
と
喜
び
を
分
か

ち
合
う
た
め
の
行
事
で
、
開
催
日
の
数

日
前
か
ら
、
集
落
で
収
穫
し
た
も
ち
米

で
つ
い
た
餅
を
持
ち
寄
っ
て
行
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
収
穫
し
、
自
ら
の
手
で
餅

に
し
た
も
の
を
、
集
落
ご
と
に
使
用
す

る
餅
ま
き
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
で

は
な
い
か
と
事
務
局
。

　
餅
は
買
う
も
の
で
は
な
く
、
餅
ま
き

で
手
に
入
れ
る
と
も
の
と
思
わ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
袋
を
両
手
に
抱
え
て

い
る
方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
聞
く

と
近
所
の
方
に
配
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
体
感
を
こ
こ
で
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
務
局
に
よ
る
と
、
豪
雨
災
害
の
復

興
祈
願
も
込
め
ら
れ
、
災
害
以
前
よ
り

参
加
集
落
や
餅
の
数
が
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。こ
の
日
本
有
数
の「
餅

ま
き
」
の
パ
ワ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

一
日
も
早
い
、
地
域
の
復
旧
・
復
興
が

願
わ
れ
ま
す
。

　
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
須
佐
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

須
佐
で
３
万
６
０
０
０
個
の
餅
が
宙
を
舞
う
！

須佐地域ふるさとまつりの餅まき

日
本
最
大
級
の
餅
ま
き

須
佐
地
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
萩
に
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
、「
香

川
津
二
孝
子
」。
萩
の
香
川
津
に
住
ん

で
い
た
、
２
人
の
親
孝
行
な
兄
弟
の
伝

説
で
す
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
２
０
０
年

前
、
萩
城
下
の
小
畑
村
香
川
津
に
住
ん

で
い
た
、
長
七
と
い
う
六
尺
（
か
ご
か

き
人
足
）
の
息
子
の
、
兄
の
権
蔵
と
弟

の
利
吉
と
い
う
兄
弟
の
物
語
で
す
。

　
１
８
１
５
年
（
文
化
12
）、
母
親
が

末
の
妹
を
出
産
し
た
後
に
体
調
を
崩
し
、

病
床
に
伏
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
母
親

に
尽
く
し
て
い
た
兄
弟
は
、
金
比
羅

社
（
現
在
の
円
政
寺
境
内：南
古
萩
町
）

の
ご
利
益
が
大
き
い
と
聞
き
、
約
３
キ

ロ
の
道
の
り
を
、
母
親
の
回
復
を
祈
り
、

毎
日
走
っ
て
百
度
参
り
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
満
願
の
日
で
あ
る
12
月
11

日
、
７
日
の
断
食
で
力
が
衰
え
て
い
た

う
え
に
風
雪
の
た
め
に
、
参
拝
の
帰
路
、

松
本
川
の
川
岸
で
つ
い
に
力
つ
き
、
絶

命
し
ま
し
た
。

　
翌
年
、
話
を
聞
い
た
当
時
の
藩
主
、

10
代
毛
利
斉
熙
は
感
動
し
、
明
倫
館
学

頭
の
山
県
太
華
に
命
じ
、
香
川
津
の
医

徳
寺
（
現
存
し
な
い
）
の
境
内
に
２
人

の
顕
彰
碑
「
紀
二
孝
子
事
」
を
建
立
し

ま
し
た
。

■
百
年
祭
で
マ
ラ
ソ
ン
競
技
を
実
施

　
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
12
月
11
日
、

椿
東
青
年
会
が
百
年
祭
を
催
し
た
と
き
、

新
川
に
石
碑
を
移
建
し
、
併
せ
て
「
移

孝
子
碑
記
」
を
新
た
に
建
立
。
記
念
行

事
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
競
技
が
実
施
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
兄
弟
の
百
度
参

り
が
、
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
萩
城
下

町
マ
ラ
ソ
ン
に
続
い
て
い
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
後
、
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
）

に
は
、
兄
弟
が
絶
命
し
た
と
さ
れ
る
、

Ｊ
Ｒ
東
萩
駅
近
く
の
松
本
川
そ
ば
に
、

「
香
川
津
二
孝
子
絶
命
之
処
」
を
建
立
、

ほ
か
の
２
石
碑
も
移
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
平
成
27
年
12
月
12
日
、
４
基

目
の
石
碑「
香
川
津
二
孝
子
二
百
年
祭
」

の
石
碑
が
、
兄
弟
を
顕
彰
し
て
い
る
地

元
の
実
行
委
員
会
に
よ
り
建
立
。
当
日

は
、
現
地
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

除
幕
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
兄
弟
の
物
語
は
、
親
孝
行
や
兄
弟
愛

に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
る
良
い

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

萩
の
親
孝
行
の
兄
弟
の
伝
説

「
香
川
津
二
孝
子
」
没
後
２
０
０
年

松本橋

松陰神社

雁島橋雁雁 橋

東萩駅
萩橋

香川津二孝子の碑
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みことバーガー

　
漁
業
を
主
幹
産
業
に
栄
え
て
き
た
須

佐
地
域
で
は
、一
本
釣
船
団
水
揚
げ
量

の
６
割
を
占
め
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
誇

り
に
地
元
が
一
致
団
結
。16
年
間
の
取

り
組
み
が
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
平
成
27
年
度
豊
か
な

む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
」で
、内
閣
総
理

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
水
産
資
源
の
減
少
や
高
齢
化
に
面

し
、
須
佐
で
も
衰
退
の
懸
念
が
漂
い
始

め
た
頃
、
魚
価
向
上
を
巻
き
返
し
の
一

須
佐
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
躍
進
が
始
ま
っ

た
の
で
す
。

　
活
イ
カ
は
、
一
本
釣
り
だ
か
ら
こ
そ

揚
げ
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
。
生
き
た
ま

ま
の
身
は
透
き
通
り
、
上
品
な
甘
み
や

歯
ざ
わ
り
良
い
食
感
は
特
別
で
す
。
直

売
市
や
業
者
間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
18
年
に
「
須
佐
男み

こ
と命

い
か
」
と
し

て
商
標
登
録
。
そ
の
鮮
度
を
味
わ
う
場

所
を
と
、
地
元
飲
食
店
や
旅
館
が
須
佐

男
命
い
か
を
提
供
す
る
認
定
店
と
し
て

動
き
出
し
、
今
や
山
口
市
や
下
関
市
、

益
田
市
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
が
大
ヒ
ッ
ト

須佐を、イカで輝く元気なまちに！

一木清久船団長

　
今
回
か
ら
、
平
成
27
年
秋
に
着
任

し
た
「
萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

第
１
期
の
８
人
が
、
萩
・
須
佐
・
福

栄
で
活
動
に
励
む
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
“
初
”

と
な
る
開
発
品
が
完
成
。
須
佐
地
域

で
活
躍
す
る
深
野
和
範
隊
員
が
、
特

産
の
赤
米
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
を
作
り
、
昨
年
11
月
22
日
の
「
赤

米
フ
ェ
ス
タ
」
の
試
食
会
で
お
披
露

目
。
１
６
０
食
分
が
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
る
、
う
れ
し
い
デ
ビ
ュ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
赤
米
は
、
地
名
の
由
来
と
さ
れ
る

「
須す

さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
」
に
ち
な
ん
で
、
平

成
元
年
か
ら
栽
培
を
始
め
た
古
代

米
。
こ
れ
を
使
っ
て
６
次
産
業
へ
結

び
付
け
た
い
と
、
須
佐
地
域
特
殊
米

産
地
化
推
進
協
議
会
か
ら
、
着
任

早
々
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
萩
市

出
身
で
高
校
卒
業
後
に
調
理
師
専
門

学
校
へ
通
い
、
飲
食
店
で
シ
ェ
フ
や

店
長
を
任
さ
れ
た
経
験
を
生
か
し
、

さ
っ
そ
く
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
試
作

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
の
技
を
駆
使
し
、
し
っ
と
り

ふ
わ
ふ
わ
な
食
感
。「
ほ
ん
の
り
甘

い
赤
米
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含

み
、
抗
酸
化
や
脂
肪
燃
焼
効
果
も
期

待
さ
れ
ま
す
」
と
、
研
究
熱
心
な
深

野
隊
員
。
将
来
的
に
販
売
を
目
指
す

た
め
、
日
持
ち
や
流
通
性
、
さ
ら
に

原
価
計
算
ま
で
、
き
ち
ん
と
考
慮
。

　
協
議
会
会
員
で
も
あ
る
女
性
グ

ル
ー
プ「
は
な
み
ず
き
」代
表
・
大
谷

始し
づ
え
津
恵
さ
ん
は
、「
私
た
ち
だ
け
で
は

で
き
な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
製
品
化
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
赤
米
１
０
０
％

の
粉
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
小
麦
粉

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
に
も
食
べ
て
も
ら

え
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課（
０
８
３
８・２
５

・３
３
４
２
）、赤
米
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
に
つ
い
て
は
須
佐
総
合
事
務
所
産

業
振
興
部
門
（
０
８
３
８
７・６・２

２
１
９
）

▽
萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク　

https://w
w

w.facebook.
com

/hagiokoshikyouryokutai/

萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム

末
広
が
り
の
奮
闘
記
１

ケーキを作る深野さん

赤米シフォンケーキ

ほ
ん
の
り
甘
く
、
ふ
わ
ふ
わ

赤
米
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
開
発

定
。
売
り
切
れ
続
出
な
の
で
、
販
売
場

所
の「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
須
佐
」

（
０
８
３
８
７・６・３
３
８
０
、
12
月

30
日
〜
1
月
３
日
は
休
み
）
へ
予
約
が

お
す
す
め
で
す
。

　
一い

ち
き木
清
久
船
団
長
は
、「
漁
家
の
収
入

向
上
や
遊
覧
船
運
航
、食
の
展
開
や
教

育
に
も
連
携
が
広
が
り
、地
域
み
ん
な

で
の
受
賞
。豪
雨
災
害
後
の
復
興
力
に

も
な
っ
た
。ぜ
ひ
イ
カ
を
食
べ
に
帰
っ

て
お
い
で
ー
や
」と
話
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７・６・２
２
１
９
）

手
と
し
て
、
平
成
11
年
に

「
イ
カ
祭
り
」
を
初
開
催
。

商
工
会
や
農
協
な
ど
異
分

野
か
ら
も
協
力
を
得
て
、

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ご
当
地

バ
ー
ガ
ー
「
み
こ
と
バ
ー

ガ
ー
」と「
み
こ
と
ド
ッ
グ
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
す
り
身

だ
け
で
な
く
角
切
り
も
入
っ

た
イ
カ
フ
ラ
イ
が
ぜ
い
た
く

で
、
手
作
り
の
た
め
数
は
限

テレビ電話で他のオフィスと打ち合わせ

萩サテライトオフィス
プロジェクト始動 

明木地区で実証実験

　萩市では、市内の情報通信環境を活用した「サ
テライトオフィス実証実験」により、萩市のサテ
ライトオフィスでも企業活動が可能であり、む
しろ自然が豊富で歴史と文化など地域資源に富
んだ萩市特有の環境が仕事の効率を向上させ、
よりよい成果につながることを全国に広くＰＲ
し、サテライトオフィス、さらには本社を含めた
企業誘致に新たに取り組んでいます。
　実証実験は、10 月26 日〜11 月13 日、東京に
本社のある㈱ダンクソフトが、明木地区にある
空家で実際にサテライトオフィスを開設し、延
べ14 人の社員が明木で仕事を行いました。
　今後は、実証実験のレポートやプロモーショ
ンサイトを制作し、ＰＲを行っていくことで、サ
テライトオフィスの誘致を実現し、萩市の雇用
創出につなげることが期待されています。
▽サテライトオフィスとは
　企業や団体の本拠から離れた所に設置された
オフィス。本拠を中心とすると、衛星（サテライ
ト）のように存在するオフィスとの意から命名。
■問い合わせ
萩市商工振興課（０８３８・２５・３８１１）
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昭
和
50
年
３
月
に
阿
武
川
ダ
ム
が
完

成
し
て
40
年
。
阿
武
川
は
、
度
重
な
る

氾
濫
に
よ
り
下
流
域
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
の
完

成
に
よ
り
洪
水
な
ど
の
被
害
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
ダ
ム
建
設
に
伴
い
昭
和
45
年
前
後
か

ら
、川
上
村
の
６
集
落
（
高
瀬
、藤
蔵
、

大
藤
、
一
ノ
谷
、
出
合
、
木
津
原
）
と

福
栄
村
の
３
集
落
（
清
宗
、仮
館
、佐
々

連
）
の
、
２
０
４
戸
約
９
０
０
人
の
住

民
が
移
転
に
協
力
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

ら
れ
ま
し
た
。

　
40
年
の
節
目
の
年
、
現
在
の
安
心
な

暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
後
世
に
長
く
継
承
す
る
た
め
、
写

真
展
や
講
演
会
な
ど
の
記
念
事
業
を
開

催
し
ま
し
た
。

■
１
０
８
人
が
ふ
る
さ
と
に
里
帰
り

　
平
成
27
年
11
月
７
日
、川
上
公
民
館

で
「
ふ
る
さ
と
里
帰
り
懇
談
会
」を
開

催
、川
上
と
福
栄
地
域
の
元
住
民
の
方

１
０
８
人
を
含
む
１
２
９
人
が
参
加
し

ま
し
た
。ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、約
45
年

振
り
に
帰
郷
さ
れ
た
方
な
ど
、遠
く
は

千
葉
県
や
静
岡
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
阿
武
川
ダ
ム
完
成
40
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
の
金
子
栄
一
会
長

が
「
ふ
る
さ
と
を
去
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
っ
て
、
下
流
の
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

語
り
継
い
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
談
会
で
は
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
や
甘

露
煮
な
ど
の
郷
土
料
理
で
お
も
て
な

し
。
川
上
の
地
酒
「
長
門
峡
」
を
竹
で

燗
を
し
た
カ
ッ
ポ
酒
も
振
る
舞
わ
れ
、

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
皆
さ
ん
再
会
を
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
が

手
作
り
し
た
お
土
産
の
「
よ
も
ぎ
餅
」

も
大
好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
会
場
で
は
、
阿
武
川
ダ
ム
建
設
の
記

録
映
像
の
上
映
や
、
ダ
ム
建
設
前
の
様

子
を
写
し
た
写
真
も
展
示
さ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
閉
会
後
に
同
級
生
で
同
窓
会
を
開
か

れ
た
方
も
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
名
残
惜

し
く
、
多
く
の
方
が
ま
た
の
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

■
阿
武
川
ダ
ム

　
全
国
に
も
例
の
少
な
い
重
力
ア
ー
チ

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、総
貯
水
量

は
１
億
５
３
５
０
万
ｔ
。県
内
で
は
最

大
規
模
、県
営
ダ
ム
と
し
て
は
全
国
で

も
有
数
の
規
模
。

ふ
る
さ
と
里
帰
り
懇
談
会

阿
武
川
ダ
ム
完
成
40
周
年

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
に
再
会

今回で 23 回目の育英塾で須佐地域の歴史などを学習

　
平
成
25
年
７
月
28
日
の
萩
市
東
部
集

中
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
、
須
佐
歴
史

民
俗
資
料
館
は
、
昨
年
４
月
の
本
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
に
続
き
、別
館「
益

田
館
」
が
改
修
工
事
を
終
え
、
11
月
20

日
に
再
開
館
し
ま
し
た
。
益
田
館
は
、

萩
藩
永
代
家
老
益
田
家
の
旧
宅
。
集
中

豪
雨
で
は
、
約
2.5
ｍ
ま
で
水
没
、
建
物

や
６
５
０
点
の
資
料
が
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
開
館
式
の
後
、
益
田
家
が
創
設
し
た

郷
校
「
育
英
館
」
の
授
業
風
景
を
再
現

し
た
育
英
塾
を
実
施
。
育
英
小
と
弥
富

小
の
６
年
16
人
が
着
物
姿
で
講
義
に
参

加
し
、
須
佐
地
域
の
歴
史
や
育
英
館
で

の
授
業
内
容
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

「
益
田
館
」
が
再
開
館

　
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
多
く
の

迫
力
あ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
っ
て
い
る
萩
光
塩
学
院
高
校
書
道
部

が
、
11
月
15
日
に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
１
回
イ
オ
ン
モ
ー
ル
カ
ッ
プ
高

等
学
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ラ
ン

プ
リ
中
四
国
大
会
」
に
出
場
し
、
見
事

な
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
前
日
の
14
日
に
は
、昨
年
に
続
き「
萩

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に
参
加
。
披
露
直

前
に
小
雨
が
降
り
始
め
た
に
も
関
わ
ら

松
陰
の
志
を
伝
え
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

萩ふるさとまつりでのパフォーマンス

萩光塩学院高校書道部

ず
、着
物
に
タ
ス
キ
が
け
姿
の
生
徒
は
、

音
楽
に
あ
わ
せ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
筆

を
走
ら
せ
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃

ゆ
」
を
テ
ー
マ
に
、
松
陰
の
言
葉
な
ど

を
書
き
上
げ
、
最
後
に
作
品
を
観
客
に

披
露
す
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
湧
き
ま
し
た
。

　
書
道
の
新
し
い
魅
力
を
伝
え
て
く
れ

る
、
萩
光
塩
学
院
高
校
書
道
部
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

復
興
だ
よ
り
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　第 48 回の開催に約 200 人が出席。会長の陽捷行さん（昭
和 37 年卒）が、「萩高開校 145 周年、東京指月会も第 48
回を数え、喜びとともに多くの方々に感謝。明治日本の産業
革命遺産の 23 資産のうち５つが萩。萩の人・物・時間・空
間のすべてが遺産であり、このようなふるさとをもつ我々は
幸運という恩恵を受けている。松陰先生は『學校を論ず　附、
作場』の中で人と科学と実学の統合を謳っており、その想い
が蘇った」とあいさつ。萩からは、指月会の村田会長、４月
に赴任された西村校長、そして野村萩市長が駆けつけ、祝辞
とともに現在の萩高の様子や萩市の取り組みなどが紹介され
ました。
　懇親会は、河村衆議院議員の乾杯の音頭で始まり、会場
のあちこちで再会の喜びの声が聞かれる中、恒例の卒後 70、
60、50、40 年の方々の卒業表彰や萩の賞品が当たる福引抽
選会などで大いに盛り上がりました。
　次回は、４年に一度の萩商工、萩光塩と合同で 10 月 22
日（土）の開催が予定されています。

日本工業倶楽部（東京千代田区）
東京指月会 10月24日

　つばき会九州支部の参加による下関での合同開催に 59 人
が出席。つばき会下関支部の野村副支部長（43 年商業卒）
が「松村支部長が出張のため欠席だが、九州支部との合同で
盛大に。フグを堪能してほしい」、つばき会九州支部の上村
支部長（43 年商業卒）が「合同開催により地元の先輩や同
級生に会えた。来年は九州で指月会・萩光塩との合同開催を
計画しており、人の輪を広げたい」、巴城会の藤田会長（41
年萩高卒）が「かつては 120 〜 130 人いたが、今回は 14 人、
うち 4 人は初参加。指月会にはお世話になるが今後ともよ
ろしく」と、各代表者があいさつ。また、ともに４月に赴任
された末廣萩商工高校長と西村萩高校長からは、各校の現状
報告があり、「両校で萩を盛り上げていきたい」とあいさつ。
　懇親会では、トラフグ三昧のフルコースに舌鼓を打ちなが
ら旧交を温め、最後に、萩商業、萩工業、萩高の校歌を合唱
して散会となりました。

南風泊市場　活魚センター（下関市）
つばき会下関支部・九州支部、巴城会

11月７日

　「萩高 10 期同期会」は、「今年は、関東で」と計画を始め、
折しも話題の大河ドラマ「花燃ゆ」に因み「松陰先生ゆかり
の地、下田を訪ねる」バス旅行の会として 10 月 15・16 日、
熱海・下田で開催しました。
　初日は、熱海で懇親会。翌日は、伊豆半島の海を左手に眺
めつつ、下田に到着。松陰先生「踏海の朝」像の弁天島→玉
泉寺→了仙寺と市内名所を訪問の後、帰路へ。今回の会を計

萩高昭和33年卒10期同期会
熱海・伊豆下田（静岡県）10月15、16日会員投稿

　全国から38名が参集し、大変盛り上がりました。翌日は「東
京湾クルーズ」で昼食をしながら、快晴の東京の景観を楽し
みました。　　　　　　第 11 期東京同窓会　幹事 玉井知正

萩高昭和34年卒11期同期会
東京ガーデンパレス（東京）10月8日会員投稿

画中に萩が世界遺産に登録されたこともあり、途中、津田和
夫さん提案の「反射炉繋がりで韮山反射炉訪問」も実行。 
こうして関東・萩・大阪からの 28 名は、勉強に、見学にと
盛り沢山の２日間を無事、終了。三島で解散となりました。
皆様、お疲れ様でした。　　　　　　　　山口雄三（神奈川県）
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　約50 人が出席。支部長の波田直登さん（41 年工業卒）が「萩
は、世界遺産、花燃ゆで盛り上がっており、これからも観光振
興に期待したい。本日は賑やかな企画も用意している、ゆっく
り歓談を」とあいさつ。萩から参加した金子博巳つばき会本
部副会長が「10 月10 日に統合して7 回目となる本部総会を
開催し約450 人が参加」、末廣栄校長が「各支部に参加してい
るが、卒業生が皆、萩を愛し応援しており、例年より早く10 月
末には就職内定率100％となったのもその証し。明日はラグ
ビーの決勝大会、朝一番で帰って応援に行く」と、同窓会や母
校の様子を報告されました（ラグビー部は、11/15 の県大会
決勝で山口高を22 対５で下し全国大会出場を果たしました）。
　懇親会は、最高齢出席の井関敏男さん（85 歳、24 年商業卒）
の乾杯の音頭で開宴し、恒例となった歌手の小川夏生さんの
歌謡ショー、抽選会やジャンケン大会で盛り上がり、萩の物産
の販売も行われました。

ニューオータニイン東京（東京都品川区）
つばき会関東支部 11月14日

　関東三八会も今年で 20 回目となりました。今回は文京区
目白台にある旧熊本藩主細川家の運営する永青文庫美術館で、
浮世絵の春画展と、すぐ向い側にある丹下健三設計の斬新な
教会、東京カテドラル聖マリア大聖堂を見学して、山縣有朋
公の元私邸だったホテル椿山荘の庭園を散策しました。当日
は連休ということもあり、教会も椿山荘も結婚式で賑わって
いて、71 才の私達も大いに若返った一日でした。 坪井良子

　今回は、須佐から和田副市長をはじめ２人のお客様を迎え、
総勢52 人での開催となりました。また、毎回恒例の郷土史講
演会は、須佐郷土史研究会の西村武正先生による「幕末須佐
の志士たち」というお話をいただき、皆さん熱心に聞き入って
いました。 　　　　　　　東京須佐弥富会事務局　勝山義康

東京須佐弥富会
日立金属高輪和疆館（東京都）11月14日会員投稿

萩商工高校商業科昭和38年卒
東京地区同期会　関東三八会

東京都内11月22日会員投稿

萩東中学校
全国中学校駅伝出場
　萩東中学校男子駅伝部が 11 月 14 日
に山口市で開催された山口県中学校駅伝
大会（全国中学校駅伝大会山口県予選会）
で、２年連続４回目の優勝を果たし、６
年連続７回目の全国大会出場を決めまし
た。
　12 月 13 日、山口県セミナーパーク・
クロスカントリーコース（山口市）で、
第 23 回全国中学校駅伝大会（６区間・
18㎞）が開催されました。10 年連続で
の山口開催も、今大会を最後に開催地を
滋賀に移します。山口でのラストランは、
31 位の成績でした。

　11 月 15 日、第 95 回全国高校ラグビー山口県予選会の決勝で、萩商工
高校ラグビー部が山口高校（山口市）を 22-5 で破り、２年連続 21 回目
の花園行きの切符を手にしました。
　全国大会１回戦は、12 月 28 日（月）午後３時から、2010 年の花園で
敗れたことのある、岩手県代表の黒沢尻工高校と対戦。
　敗れたことのある相手との対戦に、横山恒

つねゆき
之主将（３年、萩東中卒）は「支

えてきてくれた方に感謝の気持ちを忘れずに、自分たちの力を１００％発
揮し、絶対に勝ちたい」とリベンジを誓いました。

萩商工２年連続 21 回目の花園へ !!



142016 年１月（第 127 号）

■
企
画
展 

萩
博
物
館
所
蔵
古
写
真
展

「
激
動
の
幕
末
明
治
と
長
州
の
人
々
」

　
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
ち
な
ん

だ
「
杉
家
の
人
々
」、
松
下
村
塾
の
塾

生
た
ち
、
毛
利
家
の
面
々
な
ど
幕
末
か

ら
明
治
の
激
動
期
を
彩
っ
た
人
物
等
の

写
真
を
展
示
。
ま
た
、
道
迫
真
吾
萩
博

物
館
主
任
学
芸
員
の
解
説
も
掲
示
。

１
月
８
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
東
町
１
︲
19
︲

８　
北
海
道
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
１
６
６・８
２・４
７
０
０
）

■
２
０
１
６ 

一
軸
一
碗 

展

　
兼
田
昌
尚
、
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

１
月
12
日
（
火
）
ま
で

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　
日
本
橋
三
越
本
店
美
術
特
選
画
廊

（
０
３・３
２
４
１・３
３
１
１
）

■
大
酒
器
展
２
０
１
６
年

　
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
15
日
（
金
）
〜
26
日
（
火
）

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
１
︲
16
︲
14

し
ぶ
や
黒
田
陶
苑

（
０
３・３
４
９
９・３
２
２
５
）

■Turn and Return 

反
転
と
回
帰

　
萩
市
出
身
で
和
紙
ア
ー
ト
活
動
を
行

う
柳
井
嗣
雄
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
28
日
（
木
）
ま
で
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
30
分
（
水
曜
日
は
午
後
８
時

ま
で
）

１
月
１
日
（
金
・
祝
）、土
・
日
曜
日
は

休
館

東
京
都
港
区
赤
坂
７
︲
３
︲
38　
カ
ナ

ダ
大
使
館
高
円
宮
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３・５
４
１
２・６
２
５
７
）

■
納
富 

晋 

作
陶
展

３
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
︲
６
︲
４

丸
の
内
オ
ア
ゾ
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ

ン
１
〜
４
階　
丸
善 
丸
の
内
本
店

（
０
３・５
２
８
８・８
８
８
１
）

■
萩
焼 

水
津
和
之 

陶
展

２
月
10
日
（
水
）
〜
16
日
（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
︲
５
︲
１

名
古
屋
栄
三
越 

７
Ｆ
美
術
サ
ロ
ン　

（
０
５
２・２
５
２・１
１
１
１
）

■
元
陽
展 

大
阪
巡
回
展

　
西
村
不
可
止
の
作
品
を
展
示
。

１
月
13
日
（
水
）
〜
17
日
（
日
）

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
茶
臼
山
町
１

︲
82　
大
阪
市
立
美
術
館
（
天
王
寺
公

園
内
）（
０
６・６
７
７
１・４
８
７
４
）

■
︲
萩
・伊
賀
︲
岡
田
泰
・谷
本
貴 

二

人
展

２
月
４
日
（
木
）
〜
11
日
（
木
・
祝
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
４
︲

３
︲
９ 

Ｈ
Ｋ
淀
屋
橋
ガ
ー
デ
ン
ア
ベ

ニ
ュ
ー
１
Ｆ　
ア
ト
リ
エ 

ヒ
ロ

（
０
６・６
２
１
０・４
６
４
４
）

■
佐
藤
典
克
の
う
つ
わ
た
ち

　
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

現
在
形
の
陶
芸 

萩
大
賞
展
Ⅲ 

大
賞
受

賞
者
展
「
佐
藤
典
克
展
」
を
記
念
し
、

佐
藤
典
克
（
神
奈
川
県
）
さ
ん
の
小
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
17
日
（
日
）
ま
で
、
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　
彩
陶
庵

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
萩 

岡
田
泰 

作
陶
展

３
月
15
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
・
祝
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲

１　
福
岡
三
越

（
０
９
２・７
２
４・３
１
１
１
）

■
縷
々

　
金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

２
月
８
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲

１　
福
岡
三
越
９
Ｆ
岩
田
屋
三
越
美
術

画
廊
（
０
９
２・７
２
４・３
１
１
１
）

■
企
画
展 

萩
博
物
館
所
蔵
古
写
真
展

「
激
動
の
幕
末
明
治
と
長
州
の
人
々
」

　
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
ち
な
ん

だ
「
杉
家
の
人
々
」、
松
下
村
塾
の
塾

生
た
ち
、
毛
利
家
の
面
々
な
ど
幕
末
か

ら
明
治
の
激
動
期
を
彩
っ
た
人
物
等
の

写
真
を
展
示
。
ま
た
、
道
迫
真
吾
萩
博

物
館
主
任
学
芸
員
の
解
説
も
掲
示
。

３
月
15
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
・
祝
）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
城
山
町
４
︲
36

鹿
児
島
市
立
美
術
館

（
０
９
９・２
２
４・３
４
０
０
）

関
東
地
区

■
萩
焼 

水
津
和
之 

陶
展

３
月
２
日
（
水
）
〜
８
日
（
火
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
︲
４

︲
１　
大
丸
福
岡
天
神
店
本
館 

６
Ｆ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

（
０
９
２・７
１
２・８
１
８
１
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

萩
市
関
係

北
海
道
地
区

中
部
地
区

　
東
京
・
浅
草
で
、
地
方
の
魅
力
を

一
挙
に
楽
し
め
る
商
業
施
設
「
ま
る

ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
が
12
月
17
日
に

オ
ー
プ
ン
。

　
２
階
に
は
、
萩
商
工
会
議
所
が
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
萩
の
風
」
を
開

き
、
萩
焼
や
竹
製
品
と
い
っ
た
萩
な

ら
で
は
の
商
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
３
階
の
「
お
す
す
め
ふ
る
さ

と
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
萩
市
を
は
じ

め
と
し
た
全
国
20
市
町
が
ブ
ー
ス
を

出
展
し
、
観
光
や
物
産
の
Ｐ
Ｒ
や
ふ

る
さ
と
納
税
、
移
住
支
援
な
ど
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
販
売
商
品　
▽
萩
焼
（
萩
焼
協
同

組
合
＝
服
部
天
龍
、
萩
焼
い
と
う
、

あ
ら
せ
土
産
品
店
、
昭
雲
堂
、
陶
の

杜
、
勝
景
庵
、
松
雲
山
、
小
萩
窯
）

▽
竹
製
家
具･

グ
ッ
ズ
（TAKE 

Create Hagi

㈱
）
▽
大
漁
旗
グ
ッ

ズ（
㈱
岩
川
旗
店
）▽
椿
オ
イ
ル（
㈱

サ
ン
精
機
）
▽
水
引
関
連
商
品
（
柿

並
大
内
堂
）

■
事
業
主
体　
萩
商
工
会
議
所
、
協

力
支
援　
萩
市

■
所
在
地　
東
京
都
台
東
区
浅
草
２

︲
６
︲
７　
東
京
楽
天
地
浅
草
ビ
ル

内 

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
２
階
・
３

階■
問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）萩のアンテナショップ　萩の風

九
州
地
区

萩
の
風　
〜
歴
史
と
自
然
と

文
化
の
ま
ち
の
「
風
」
を
〜

東
京
・
浅
草
に

萩
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
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■
四
季
・
日
本 

火
の
国
の
恵
み

　
「
さ
わ
や
か
自
然
百
景 

新
春
特
集
」

の
中
で
、
笠
山
の
エ
ビ
池
や
風
穴
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

１
月
１
日
（
金
・
祝
）
午
前
７
時
20
分

〜
８
時
28
分
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

■
イ
ッ
ピ
ン
「
強
く
し
な
や
か
に
美
し

く
〜
山
口
・
萩
の
竹
製
品
〜
」

　
板
状
の
竹
を
何
層
に
も
重
ね
、独
自

の
曲
げ
加
工
を
施
し
て
作
っ
た
「
竹
の

家
具
」や
、萩
で
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら

作
ら
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
「
和
す
だ

れ
」な
ど
の
竹
製
品
と
そ
の
製
作
に
奮

闘
す
る
職
人
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

１
月
５
日
（
火
）
午
後
７
時
30
分
〜
７

時
59
分
、
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
（
再
放
送

１
月
11
日
（
月
）
午
前
６
時
30
分
〜
６

時
59
分
）

■
キ
ッ
チ
ン
が
走
る
！「
城
下
町・萩
で

“
フ
レ
ン
チ
ジ
ャ
ポ
ネ
”
の
逸
品
を
！
」

　
杉
浦
太
陽
さ
ん
と
料
理
人
が
、日
本

全
国
の
旬
の
食
材
を
探
し
、そ
の
土
地

を
代
表
す
る
絶
景
の
中
で
、生
産
者
た

ち
に
料
理
を
振
舞
う
食
と
紀
行
の
番
組

で
、萩
市
の
魚
介
や
野
菜
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。

１
月
15
日
（
金
）
午
後
８
時
〜
８
時
45

分
、
再
放
送 

１
月
16
日
（
土
）
午
前

10
時
５
分
〜
10
時
50
分
（
い
ず
れ
も
関

東
甲
信
越
エ
リ
ア
の
み
放
送
）、
２
月

９
日
（
火
）
午
後
３
時
15
分
〜
３
時
58

分
（
全
国
放
送
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

■
文
化
講
演
会

　
平
成
27
年
11
月
６
日
に
「
萩
の
英
雄

た
ち
の
選
択
」と
題
し
、歴
史
学
者
の
磯

田
道
史
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
た
、

萩
市
民
大
学
教
養
講
座
／
上
廣
歴
史
・

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。

１
月
31
日
（
日
）
午
後
９
時
〜
10
時
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
（
再
放
送
２

月
６
日
（
土
）
午
前
６
時
〜
７
時
）

※
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
情
報
に
つ
い
て
は
、

放
送
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
世
界
遺
産
年
報
２
０
１
６

編
者　
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟

　
冒
頭
の
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
の
特
集
で
、
萩
の
５
つ
の
資
産
が

藤
野
甫
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
泉
南
市
）

鎌
田
節
子
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

杉
山
和
宏
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

細
井
正
樹
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

曽
根
直
延
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
戸
田
市
）

田
村
秀
夫
さ
ん　
　
（
東
京
都
狛
江
市
）

井
上
幸
枝
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

堀
野
正
さ
ん　
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

野
村
恒
雄
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

池
田
好
博
さ
ん　
　
（
福
岡
県
糟
屋
郡
）

原
嘉
昭
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

藤
木
逸
章
さ
ん　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

鈴
木
栄
治
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

増
山
好
彦
さ
ん　
（
神
奈
川
県
大
和
市
）

　
　
（
10
月
27
日
〜
12
月
24
日　
14
人
）

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格　
１
０
０
０
円
（
税
別
）

発
行
所　
講
談
社

■
作
品
集
「
村
上
景
介
の
世
界
」

　
昨
年
の
春
発
行
し
た
、
萩
を
描
き
続

け
た
日
本
画
家 

村
上
景
介
の
初
の
作

品
集
。
限
定
販
売
で
、
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
４
版　
40
ペ
ー
ジ
（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

価
格　
２
０
０
０
円
（
税
込
）

※
通
信
販
売
も
可
。

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８・２
５・３
５
９
０
）

■
記
念
切
手 

明
治
維
新
１
５
０
年
記

念
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ

■
発
売
部
数　
１
５
０
０
部
（
予
定
）

■
１
シ
ー
ト
82
円
×
10
枚

■
販
売
価
格　
１
３
０
０
円

■
通
信
販
売　
送
料
込
み
で
１
６
６
０

円
、
詳
細
は
、
萩
市
観
光
協
会
（
０
８

３
８・２
５・１
７
５
０
） 

（
問
）
日
本
郵
便
中
国
支
社

（
０
８
２・２
２
４・５
９
９
１
）

①
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学
び
舎
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
で
３
組

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
情
報

　
４
０
０
年
以
上
も
の
伝
統
を
誇
る

萩
焼
は
、
従
来
の
茶
器
を
は
じ
め
、

近
年
で
は
花
器
や
オ
ブ
ジ
ェ
、
生
活

に
な
じ
む
食
器
な
ど
作
風
も
多
様
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
窯
元
巡
り
を
し
た
い
」「
ど
ん
な

作
家
が
ど
ん
な
作
品
を
作
っ
て
い
る

か
知
り
た
い
」「
見
学
や
体
験
は
ど

こ
で
で
き
る
の
」
と
い
う
声
に
応
え
、

萩
青
年
会
議
所
社
会
開
発
委
員
会
が

ガ
イ
ド
冊
子
を
昨
年
11
月
に
作
成
。

市
内
36
窯
を
地
図
上
で
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
、
さ
ら
に
新
た
な
試
み
と

し
て
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
動

画
が
再
生
さ
れ
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
も
萩
焼
作
家
で
あ
る
委
員
長

の
岡
田
泰
さ
ん
（
晴
雲
山
岡
田
窯
）

は
、「
動
画
サ
イ
ト
か
ら
、
販
売
場

所
や
作
家
の
思
い
な
ど
を
掲
載
し
た

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
で
き
る
な

ど
、
身
近
で
何
度
で
も
楽
し
め
る
内

容
に
し
ま
し
た
。
萩
焼
を
大
和
撫
子

に
例
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
も
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
す
。

▽
配
布
場
所　
萩
市
役
所
、萩
市
観

光
協
会
、萩
博
物
館
、萩
市
内
各
道
の

駅
等

■
問
い
合
わ
せ

萩
青
年
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

△「萩焼マップ」
ウェブサイト　http://hagijc.jp/
hagiyaki_kamamoto/

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

動
画
も
そ
の
場
で
再
生
！

　
日
本
郵
便
中
国
支
社
で
は
、
明
治
維

新
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）
ま
で
、
毎
年
１
５
０
年

前
の
で
き
ご
と
を
中
心
に
記
念
切
手
を

発
売
し
て
い
ま
す
。
第
３
弾
は
、
慶
応

元
年
（
１
８
６
５
）
の
萩
藩
の
流
れ
で

あ
る
「
藩
論
統
一
」「
武
備
恭
順
」
や

翌
年
の
薩
長
同
盟
に
向
け
て
の
動
き
な

ど
に
関
連
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
窓
口
で
の
購
入
は
萩
市
内
の
郵
便
局
、

山
口
県
内
の
一
部
の
郵
便
局
（
一
部
の

簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
で
す
が
、
萩
市

観
光
協
会
で
通
信
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
萩
陶
芸
家
協
会
か
ら
、「
テ
ー
ブ
ル

ウ
ェ
ア・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」

の
無
料
入
場
券
を
３
名
様

③
長
州
藩
の
人
物
等
が
紹
介
さ
れ
た

「
週
刊 

ビ
ジ
ュ
ア
ル 

江
戸
三
百
藩
Ⅰ
」

（
ハ
ー
バ
ー
コ
リ
ン
ズ
・ジ
ャ
パ
ン 

特

別
価
格
２
９
９
円 

税
込
）の
サ
ン
プ
ル

版
を
３
名
様

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
１
月
15
日（
消
印
有
効
）。
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1月10日（日）〜3月31日（木）
◇萩まちじゅう味めぐり・
　 萩温泉郷湯めぐりキャンペーン
2月3日（水）〜4月3日（日）
◇萩城下の古き雛たち　
2月13日（土）〜3月27日（日）
◇萩・椿まつり
3月6日（日） 10:00〜 
◇萩・しろ魚まつり

3月13日（日） 10:00〜 
◇萩の真ふぐ祭り

3月26日（土） 9:00〜
◇萩往還ワンデーウオーク 2016

萩市観光協会 ☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

市内各所

山口県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」

旧久保田家住宅ほか

笠山椿群生林

山口県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」

いよいよ
１月 10 日（日）まで！

文と萩物語
花燃ゆ大河ドラマ館

　大河ドラマ「花燃ゆ」も最終回（全 50 話）を迎えました。ドラマを彩っ
た美しい衣装や、大河ドラマ館でしか見ることのできない映像集、体験コー
ナーなど、充実した内容でドラマの世界観を存分に体験していただけます。
　いよいよ大河ドラマ館も１月 10 日までの開館となりました。ぜひ、萩
に戻られた時には、大河ドラマ館で「花燃ゆ」の世界観を味わってみませ
んか。
■開館期間　１月 10 日（日）まで
■開館時間　午前９時〜午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
■入場料　大人 500 円、小・中学生 200 円、萩物語セット券（萩博物館、
松陰神社宝物殿至誠館とのセット券）大人 1,000 円、小・中学生 400 円
■駐車場　（１回）普通車 310 円、大型バス 1,030 円
■問い合わせ　萩市大河ドラマ推進室（０８３８・２５・３１３９）

　笠山椿群生林では、約２万5,000 本の
ヤブツバキが、色鮮やかに可憐な花を咲
かせます。期間中の土・日曜日、祝日には、
椿見どころ案内人によるガイドやステー
ジイベントなどを開催

1月17日（日）まで
　長い歴史の中で育まれ、王族や貴族の生活を彩った中華の服
飾芸術。
　山口県と友好協定を締結する山東省の山東博物館の収蔵品か
ら、厳かな漢民族や清廉な女真族、さらにはこれらの民族の文
化が混ざり合い生まれた明清時代の衣服や装飾品（髪飾り・靴
など）といった、一級文物を含む多種多様な服飾作品を 50 点
余り展示し、絢爛豪華な中華の服飾芸術の魅力を紹介します。
■観覧料　一般 1,000 円、70 歳以上の方・学生 800 円、18
歳以下無料
■休館日　１月１日

（金・祝）

４月７日（木）まで
城下町・萩のひみつ ー迷宮へのいざない中華の服飾芸術シリーズ山東文物９

　世界遺産「明治日本の産業革命
遺産」の構成資産の１つ、萩城下町。
　城下町萩では、江戸時代の城下
町絵図を、現在も地図として用い
ることができます。それは、江戸
時代に形作られた「まち」が、大
きく改変されずに継承されている
ということを意味します。
　今回の展示では、「低湿地」「鉄
道」「夏みかん」「災い」「誇り」「ダ
ム」をキーワードに、変らない「ま

ち」のひみつを追い、今に息づく城下町を再発見します。
▷観覧料　大人 510 円、高校・大学生 310 円、小・中学生
100 円　▷休館日　なし（年末年始も開館）
◆ギャラリートーク＆萩再発見ツアー
■とき　１月９日、２月 13 日、３月 12 日、４月２日（いず
れも土曜日）午後２時〜４時

二級文物 闘
とうぎゅうほう

牛 袍
明時代 丈 120㎝
肩両袖通長 213㎝ 
山東博物館蔵

萩・椿まつり


